
丈夫な稲体を作って

令和４年産米生産のポイント
①土づくり ②中干し ③後期栄養確保

長岡地域農業振興協議会新潟米振興部会（事務局：長岡地域振興局農林振興部）

○中越地域の作況指数９５（やや不良） （北陸農政局発表）

○長岡地域のコシヒカリ１等級比率８５％ （長岡農業普及指導センター調べ）

令和３年産の作況と品質

令和３年産の作柄低下の主要因（コシヒカリ）

実践してほしい３つのポイント

①土づくり
・ケイ酸を含む土づくり肥料や堆肥の施用
・耕深15㎝の確保
・稲わら秋すき込み

②適期中干し・溝切り
・移植後25日に茎数を確認し、目標穂数の70％を確保したら中干しを開始
・溝切りは必ず実施
・中干しは出穂1か月前までに終了

③後期栄養の維持・確保
・２回目の穂肥は、後期栄養を維持するために確実に施用
・全量基肥肥料を使用したほ場も、葉色が低下した場合は追肥
・登熟期間は飽水管理を徹底し、落水は出穂期25日後以降

まずは、土づくりから

最後までしっかり、稔らせよう

ほ場の均平も
大事だね

米粒の大きさが決まる時期の日照が少なかった。

異常気象に
備えよう

８月 ９月

（半旬別）

登熟期の日照時間

2.2mm＜ 2.1mm＜ 2.0mm＜ 1.9mm< 1.85mm＜ ＜1.85mm

本年 1.4 17.9 51.9 18.5 3.1 7.3
平年 3.6 27.1 47.8 14.2 2.2 5.3
平年差 -2.2 -9.2 4.1 4.3 0.9 2.0

(長岡農業普及指導センター定点調査ほ平均）
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くず米が多く、収量が低下した


